
（１） ２０２１年（令和３年）４月１日 第２５号  

日
本
に
お
い
て
も
医
療
従
事
者
を
対 

象
と
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク 

チ
ン
の
先
行
接
種
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
見
通
す
こ
と 

は
で
き
ず
、
経
済
の
み
な
ら
ず
社
会
生 

活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い 

ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
当
財
団
に
お
い
て
も
、 

三
月
十
日(

水)

に
予
定
し
て
い
た
「
公 

益
法
人
化
十
周
年
を
祝
う
会
」
の
開
催 

を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
同
日
開
催
予
定
の
令
和
三 

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
審
議 

す
る
理
事
会
と
評
議
員
会
は
、
所
要
の 

感
染
防
止
措
置
を
講
じ
た
上
、
開
催
し 

ま
し
た
。 

  

   

 

東
教
育
財
団
の
令
和
三
年
度
事
業
計 

画
及
び
収
支
予
算
は
、
三
月
十
日
開
催 

     

  

     

   

の
理
事
会
の
決
議
を
経
て
、
同
日
引
き
続

き
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。 

 

一 
助
成
事
業 

  

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発
展 

に
寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園
の
独
自
性

や
特
色
を
持
つ
事
業 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

③ 

地
域
文
化･

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す

る
事
業 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

      

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団
体 

③ 

地
域
文
化･

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う 

団
体   

 

    

  

令
和
二
年
度
以
降
の
助
成
基
準
及
び

助
成
額
は
、
令
和
元
年
度
と
同
様
と
す
る

（「
資
金
運
用
及
び
助
成
事
業
検
討
委
員

会
」（
令
和
元
年
九
月
四
日
開
催
）
で
検

討
）。 

  

但
し
、
校
園
周
年
記
念
事
業
及
び
日
本

語
等
指
導
事
業
へ
の
特
別
助
成
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。 

二 

特
定
費
用
準
備
資
金
積
立
事
業 

① 

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成
積 

立
金
（
平
成
三
〇
年
度
設
定
） 

 

令
和
元
年
度
の
各
校
園
実
施
時
期
調

査
に
基
づ
き
修
正
し
た
計
画
に
よ
り
令

和
三
年
度
実
施
二
校
園
分
三
五
〇
、
〇 

〇
〇
円
を
取
崩
す
。 

② 

外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成 

積
立
金
（
令
和
元
年
度
設
定
） 

 

令
和
二
年
度
の
各
校
園
実
施
状
況
調

査
等
に
基
づ
き
修
正
し
た
計
画
に
よ
り

令
和
三
年
度
助
成
に
加
算
す
る
分
五
二

八
、
〇
〇
〇
円
を
取
崩
す
。 

③ 

基
本
財
産
運
用
益
減
収
対
策
積
立 

資
金
（
令
和
二
年
度
設
定
） 

 

大
幅
な
金
融
緩
和
政
策
に
よ
る
債
券

市
場
の
低
金
利
状
況
（
平
成
二
十
八
年
二 

         
  

 
       

 

助 

成 

基 

準 
 

助
成
対
象
団
体 

（
理
事
会
会
議
風
景
） 

 
助
成
対
象
事
業 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 
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令
和
三
年
度
事
業
計
画 

令
和
三
年
度
事
業
計
画 

及
び
収
支
予
算
の
概
要 



 

月
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」
政
策
）
が
続

い
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年
度
以
降
、
当

財
団
に
お
い
て
も
運
用
収
益
の
減
収
が

生
じ
、
資
金
運
用
の
弾
力
化
や
助
成
基
準

の
見
直
し
等
の
対
応
策
を
講
じ
て
き
た

が
、
令
和
五
年
度
以
降
は
収
支
不
足
が
見

込
ま
れ
る
の
で
、
令
和
二
～
四
年
度
の
収

支
差
額
を
積
み
立
て
、
こ
の
収
支
不
足
を

補
填
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
二
年
度
の
剰

余
金
六
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
で
特
定
費

用
準
備
資
金
を
設
定
し
、
令
和
三
年
度
に

見
込
ま
れ
る
剰
余
金
二
、
六
〇
〇
、
〇
〇

〇
円
を
積
み
立
て
る
。 

                          

 

三  

広

報

啓

発

事

業 

① 

「
東
教
育
財
団
だ
よ
り
」
の
発
行 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
を
発
行
（
年
四
回
）

す
る
。 

② 

「
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
の
情
報 

開
示 

 

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
財

団
の
事
業
及
び
財
務
に
つ
い
て
情
報
開

示
を
行
う
。 

 

 
〇 

収  
入
（
経
常
収
益
計
） 

三
二
、
八
九
五
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比  

一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
） 

〇 

支  

出
（
経
常
費
用
計
） 

三
一
、
一
九
三
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

△
一
、
二
八
九
、
〇
〇
〇
円
） 

(

内 

訳) 

【
事
業
費
計
】 

二
〇
、
八
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

△
一
、
二
三
八
、
〇
〇
〇
円
） 

【
管
理
費
計
】 

一
〇
、
三
四
三
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

 
 

△
五
一
、
〇
〇
〇
円
） 

   

 

  

                   

     

             
 

        
 

 

 

〇  

差  

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

 

一
、
七
〇
二
、
〇
〇
〇
円
（
※
） 

※ 

校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
助
成

積
立
金
取
崩
額
三
五
〇
、
〇
〇
〇
円
及

び
外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
助
成

積
立
金
取
崩
額
五
二
八
、
〇
〇
〇
円
を

加
え
、
基
本
財
産
運
用
収
益
減
収
対
策

積
立
資
金
積
立
額
二
、
六
〇
〇
、
〇
〇

〇
円
を
差
し
引
く
と
、
予
算
上
の
収
支

相
償
は
△
二
〇
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
適

合
す
る
。 

 
 

  

令
和
二
年
六
月
二
六
日
に
死
亡
退
任

し
た
評
議
員
の
後
任
が
、
三
月
十
日
開

催
の
評
議
員
会
に
お
い
て
補
充
選
任
さ

れ
た
。 

◆ 

死
亡
退
任
し
た
評
議
員 

森
田 

 

芳
充
（
前
北
大
江
連
合 

振
興
町
会
長) 

◆ 

補
充
選
任
さ
れ
た
評
議
員 

鳥
居 

純
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
北
大
江
連
合
振

興
町
会
長
） 

 

  
 

令
和
二
年
度
に
助
成
し
た
事
業
の
具

体
例
を
紹
介
す
る
。 

当
初
計
画
通
り
実
施
で
き
た
事
業
も

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
実
施
時

期
や
実
施
方
法
を
変
更
し
た
も
の
、
事
業

実
施
を
取
り
止
め
所
要
物
品
の
調
達
に

変
更
し
た
も
の
等
が
あ
る
。 

学
校
教
育
事
業
助
成 

「
豊
か
な
情
操
を
育
む 

音
楽
整
備
事
業
」 

《 

事
業
計
画
を
全
面
変
更 

》 

 

 

                               

 

 

評
議
員
の
補
充
選
任 

助
成
事
業
の
紹
介 

令
和
三
年
度
収
支
予
算 

（２） 

（
評
議
員
会
会
議
風
景
） 



 

  
 

（３）  
 

中
大
江
小
学
校
で
は
、
整
地
の
た
め
運

動
場
の
全
面
使
用
が
で
き
ず
、
児
童
の
運

動
量
を
十
分
に
確
保
で
き
な
い
の
で
、
児

童
の
体
力
向
上
を
図
る
校
外
活
動
事
業

を
計
画
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
予
定

施
設
の
安
全
利
用
の
見
通
し
が
立
た
な

く
な
っ
た
の
で
、
計
画
を
全
面
的
に
変
更

し
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
た
め
、
ピ
ア
ニ

カ
の
購
入
な
ど
音
楽
整
備
事
業
を
行
っ

た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額 

三
〇
万
円
）  

 
 
 

 

  

「 

子
ど
も
文
楽
学
習
発
表 

」 

《 

実
施
方
法
の
一
部
変
更 

》 

                 

  

  

国
立
文
楽
劇
場
が
校
下
に
あ
る
高
津

小
学
校
で
は
、
六
年
生
の
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
の
教
材
と
し
て
文
楽
に

取
り
組
ん
で
い
る
。 

六
年
生
は
、
技
芸
員
の
指
導
の
も
と

に
、
三
業
（
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
遣

い
）
に
分
か
れ
て
練
習
。
十
一
月
二
一

日
の
発
表
会
で
は
、
保
護
者
の
前
で
「
二

人
三
番
叟
」「
鬼
一
法
眼
三
略
の
巻 

五

条
橋
の
段
」
を
演
じ
、
一
～
五
年
生
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
避
け
、
教
室
で
リ
モ
ー
ト

鑑
賞
し
た
。
ま
た
、「
二
人
三
番
叟
」
の

音
読
（
群
読
）
は
各
学
級
で
取
り
組
ん

だ
。 

 
 
 

（
助
成
額 

三
〇
万
円
） 

 
地
域
文
化
事
業
助
成 

「
み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
」 

《 

実
施
手
法
の
一
部
変
更 

》 

  

中
大
江
公
園
愛
護
会
で
は
、
地
域
の

ク
リ
ス
マ
ス
事
業
と
し
て
、
中
大
江
公

園
を
王
冠
に
見
立
て
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
「
み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
当

日
に
予
定
し
て
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
灯

籠
や
お
菓
子
の
配
布
、
昔
遊
び
や
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
参
加
型
イ
ベ 

          

  

ン
ト
は
中
止
し
、
昨
年
ま
で
の
当
該
事

業
の
様
子
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
し

た
。 

 
 
 

（
助
成
額 

一
〇
万
円
）  

 
 

                  

令
和
二
年
度
に
助
成
し
た
事
業
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
措
置
（
不
要
不

急
の
外
出
抑
制
、
三
密
回
避
要
請
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
中
止
要
請
、
各
種
施
設
の

閉
鎖
等
）
に
よ
り
、
実
施
を
取
り
止
め
、

助
成
金
を
辞
退
又
は
返
還
さ
れ
た
も
の

を
紹
介
す
る
。 

                           

 

                  

 
 

            

〇 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

南
大
江
地
域
「
地
域
文
化
祭
」 

  

 
 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

  
            

   

           

 

  

地
域
文
化
事
業
助
成 

「
令
和
二
年
度
中
央
区 

成
人
の
日
記
念
の
つ
ど
い
」 

 

一
月
十
一
日
（
月
・
祝
）、
ヴ
ィ
ア
ー

レ
大
阪
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
中
央

区
成
人
の
日
記
念
の
つ
ど
い
」
は
、
大
阪

市
の
方
針
に
よ
り
中
止
。 

（
返
還
額 

一
五
万
円
） 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

「
中
大
江
校
下
盆
踊
り
大
会
」 

 

八
月
四
日
・
五
日
の
両
日
、
中
大
江
公

園
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
中
大
江
校

下
盆
踊
り
大
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
。 

（
返
還
額 

一
五
万
円
） 

「
た
ま
つ
く
り
盆
踊
り
大
会
」 

「
玉
造
い
き
い
き
交
流
事
業
」 

「
玉
造
敬
老
お
た
の
し
み
会
」 

 

玉
造
地
域
の
右
の
三
つ
の
「
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
。 

（
返
還
額
計 

四
〇
万
円
） 

 

 

助
成
事
業
の
中
止 

（
学
習
発
表
会
風
景
） 



(

汁
掛
け
タ
イ
プ
の
深
川
飯) 

                             

  （４） 

       

丼
も
の
は
、
ご
飯
の
上
に
お
か
ず
を
の

せ
、
立
っ
た
ま
ま
で
も
か
き
込
む
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
イ
ラ
チ
な
大
阪
人
に
ピ
ッ

タ
リ
で
大
阪
生
ま
れ
と
思
い
き
や
、
実
は

東
京
が
発
祥
の
地
で
あ
る
。 

         

   

 
  

丼
も
の
の
ル
ー
ツ
は
、
ア
サ
リ
の
む
き

身
と
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜
を
煮
込
ん
だ
汁

物
を
ご
飯
に
か
け
て
丼
鉢
で
食
べ
る
「
深

川
飯
」(

「
深
川
丼
」・「
ア
サ
リ
飯
」
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
る)

で
、
江
戸
の
漁
師
が 

 

   

 ア
サ
リ
の
味
噌
汁
を
ご
飯
に
ぶ
っ
か
け

て
食
べ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い

る
。 

             

丼
も
の
の
代
表
と
い
え
ば
、
天
丼
と 

カ
ツ
丼
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
東
京
生

ま
れ
で
あ
り
、
大
阪
で
「
ま
む
し
」
と 

呼
ぶ
鰻
重
（
鰻
丼
）
も
東
京
が
生
ん
だ 

も
の
で
あ
る
。 

 

丼
も
の
で
大
阪
生
ま
れ
で
あ
る
の
は 

「
親
子
丼
」
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧

業
博
覧
会
の
時
に
、
大
阪
の
料
亭
『
と

り
菊
』
の
店
主
が
考
案
し
た
と
さ
れ
、

大
正
生
ま
れ
の
カ
ツ
丼
よ
り
古
い
と
い

う
。
鶏
と
卵
で
東
京
な
ら
「
と
り
た
ま 

丼
」
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
大
阪
ら
し
く 

          

 

   

 ひ
と
ひ
ね
り
し
て
親
子
丼
と
ネ
ー
ミ
ン

グ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に

し
た
「
他
人
丼
」
も
勿
論
大
阪
発
で
あ

る
。
東
京
な
ら
さ
し
ず
め
「
牛
た
ま
丼
」

か
「
牛
と
じ
丼
」
と
名
付
け
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
。 

「
う
な
ぎ
丼
」
の
東
西
比
較
は
、
土
用

の
丑
の
頃
に
な
る
と
、
巷
間
よ
く
話
題

と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な

い
。 生

粋
の
大
阪
人
を
自
負
す
る
筆
者
で

は
あ
る
が
、
貝
に
目
が
な
く
、
深
川
飯

が
好
き
で
あ
る
。
現
役
時
代
、
午
後
二

時
か
ら
東
京
で
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出

席
す
る
時
、
一
人
で
摂
る
昼
食
は
、
東

京
駅
八
重
洲
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
だ
け

の
丼
も
の
屋
の
深
川
飯
で
あ
っ
た
。
現

役
引
退
後
、
無
性
に
深
川
飯
が
食
べ
た

く
な
り
、
東
京
・
深
川
の
専
門
店
に
出

か
け
た
こ
と
も
あ
る
。 

総
務
省
の
家
計
調
査
（
平
成
二
五
年

版
）
に
よ
る
と
、
全
国
か
ら
抽
出
し
た

九
千
世
帯
か
ら
単
身
世
帯
を
除
い
た
二

人
以
上
世
帯
の
消
費
支
出
に
占
め
る
食

料
費
の
割
合
（
エ
ン
ゲ
ル
係
数
）
は
、

京
都
府
二
八
・
七
五
％
、
和
歌
山
県
二

八
・
〇
七
％
、
兵
庫
県
二
八
・
〇
七
％
、

大
阪
府
二
八
・
〇
四
％
で
、
全
国
平
均

の
二
五
・
六
〇
％
を
大
き
く
上
回
り
、

近
畿 

                        

 

   

 近
畿
二
府
二
県
が
上
位
四
位
を
独
占
し

て
い
る
。
こ
の
二
府
二
県
以
外
で
も
、
滋

賀
県
二
六
・
七
三
％
と
関
西
の
世
帯
は
エ

ン
ゲ
ル
係
数
が
高
い
（
た
だ
し
、
奈
良
県

は
二
五
・
六
〇
％
で
全
国
平
均
値
）。 

        

昔
は
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
高
い
と
貧
し

い
と
解
釈
さ
れ
た
が
、
今
は
そ
ん
な
時
代

で
は
な
い
。
現
に
近
畿
二
府
四
県
は
全
国

的
に
み
て
所
得
水
準
は
高
い
。
要
す
る
に

関
西
人
は
食
べ
る
こ
と
に
贅
沢
な
の
で

あ
る
。           

（
槇 

野  

勝
・
記
） 

大
阪
の
食
文
化 

ー 
東 

西 

比 

較 

ー 

こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。 

一
五
〇
〇
字
程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

(

炊
き
込
み
タ
イ
プ
の
深
川
飯) 


